
各教科における評価は，学習指導要領に示す各教科の目標や内容に照らして学習状況を評価するものです。（目標準拠評価）

したがって，目標準拠評価は，集団内での相対的な位置付けを評価するいわゆる相対評価とは異なります。

・観点別学習状況の評価や評
定には示しきれない児童生
徒一人一人のよい点や可能
性，進歩の状況について評
価するものです。

・積極的に評価し，児童生徒
に伝えることが重要です。

個人内評価定評 定

・観点別学習状況の評価の結果を総括します。
・５段階で評価（小学校は３段階。小学校低学年は行わない。）
・知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身
に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で，自らの学
習を調整しようとしているかどうかを含めて評価します。

知識及び技能 思考力，判断力，
表現力等

学びに向かう力，
人間性等

学習指導要領に

示す目標や内容

・観点ごとに評価し，児
童生徒の学習状況を分
析的に捉えるもの
・観点ごとにＡＢＣの３
段階で評価

知識・技能
思考・
判断・
表現・

観点別学習状況

評価の各観点

主体的に学習に
取り組む態度

感性，思いやり
など

学習評価の基本構造

＜参考＞「児童生徒の学習評価の在り方（報告）」平成31年1月21日 文部科学省

学習評価について（中学校保健体育科）

観点別学習状況の評価の観点の整理

資質・能力の三つの柱に基づいた目標や内容の再整理を踏まえて，観点別学習状況の評価の
観点については，小・中・高等学校の各教科等を通じて，「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体
的に学習に取り組む態度」の３観点に整理されました。

＜現行＞

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

＜新＞

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度
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評価の観点と趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度

運動の合理的な実践に
関する具体的な事項や
生涯にわたって運動を豊
かに実践するための理
論について理解している
とともに，運動の特性に
応じた基本的な技能を身
に付けている。
また，個人生活におけ
る健康 ・安全について科
学的に理解しているとと
もに，基本的な技能を身
に付けている。

自己や仲間の課題を
発見し，合理的な解決に
向けて，課題に応じた運
動の取り組み方や目的
に応じた運動の組み合
わせ方を工夫していると
ともに，それらを他者に
伝えている。
また，個人生活におけ

る健康に関する課題を
発見し，その解決を目指
して科学的に思考し判
断しているとともに，そ
れらを他者に伝えている。

運動の楽しさや喜びを
味わうことができるよう，
運動の合理的な実践に
自主的に取り組もうとし
ている。
また，健康を大切にし，

自他の健康の保持増進
や回復についての学習
に自主的に取り組もうと
している。

＜体育分野＞において，
〔第１学年及び第２学
年〕では，公正,協力,責
任,共生などに対する意
欲をもち,健康・安全に
留意して,学習に積極的
に取り組もうとしている
こと。
〔第３学年〕では，公正,
協力,責任,参画,共生な
どに対する意欲をもち,
健康・安全を確保して,
学習に自主的に取り組も
うとしていること。

＜保健分野＞では，
健康な生活と疾病の予防，
心身の機能の発達と心の
健康,障害の防止，健康
と環境について,自他の
健康の保持増進や回復に
ついての学習に自主的に
取り組もうとしているこ
と。

＜体育分野＞において，
運動を豊かに実践するた
めの自己の課題（第１学
年及び第２学年），生涯
にわたって運動を豊かに
実践するための自己や仲
間の課題（第３学年）を
発見し,運動の取り組み
方や組み合わせ方を工夫
しているとともに，自己
や仲間の考えたことを他
者に伝えていること。

＜保健分野＞では，
健康な生活と疾病の予防，
心身の機能の発達と心の
健康,障害の防止，健康
と環境について課題を発
見し,科学的に思考し判
断しているとともに,そ
れらを他者に伝えている
こと。

＜体育分野＞では，
「知識」は，運動やス
ポーツの多様性,運動や
スポーツの意義や効果と
学び方や安全な行い方
（第１学年及び第２学
年），文化としてのス
ポーツの意義（第３学
年）についての考え方を
理解していること。
「技能」は，各運動（第
１学年及び第２学年），
選択した運動（第３学
年）の特性に応じた基本
的な技能を身に付けてい
ること。

＜保健分野＞では，
「知識」は，健康な生活
と疾病の予防，心身の機
能の発達と心の健康,障
害の防止，健康と環境に
ついて理解していること。
「技能」は，ストレス対
処の方法,応急手当がで
きること。



＜参考＞「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料
国立教育政策研究所 教育課程研究センター（令和２年○月）

～ 体育分野 ～

２ 単元の評価規準（学習活動に即した評価規準）
「知識・技能」
「知識」の評価規準と「技能」の評
価規準に分けて設定する。

①，②のように複数個に細分し
た評価規準を想定するが，順序
性を示すものではない。

「思考・判断・表現」
「思考・判断」の評価規準と
「表現」の評価規準に分けて
設定する。

指導と評価の計画 例
★学習評価の進め方と留意点

○ 学習指導要領の目標や内容，学習指導要領解
説等を踏まえて作成する。
○ 生徒の実態，前単元（題材）までの学習状況等
を踏まえて作成する。

○ １，２を踏まえ，評価場面や評価方法等を計画
する。

○ ３に沿って観点別学習状況の評価を行い，生徒
の学習改善や教師の指導改善につなげる。

○ 評価の資料や評価結果などから，観点ごとの
総括的評価（A，B，C）を行う。 「主体的に学習に取り組む態度」

学習指導要領に内容が示されて
いないことから，教科・分野の目標,
観点の趣旨を参考に作成する。

「知識・技能」
「知識」の評価規準と「技能」の評
価規準に分けて設定する。

～ 保健分野 ～

「主体的に学習に取り組む態度」
「愛好的態度」「公正」「協力・責任」「参画・
共生」「健康・安全」の各項目に分けて設定
する。

重点
各時間の中で重点的に学習状況を見
取る観点とする。１単位時間につき１～
２程度とし,無理のない計画を立てる。

重点としていない観点についても，教師の指導の改善や生徒
の学習改善に生かすために，生徒の学習状況を確認すること
は重要である。

実習については,技能の出来映えのみを評
価するのではなく,知識と一体的に評価する。


